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令和3年4月15日

　

下
西
条
に
あ
る
西
福
寺
は
４
５
０

余
年
前
の
永
禄
8
年
、
戦
国
時
代
の

乱
世
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、

こ
の
辺
り
を
治
め
て
い
た
武
田
信
玄

に
よ
っ
て
開
基
さ
れ
ま
し
た
。
創
建

当
時
の
寄
進
状
や
武
田
勝
頼
の
代
の

安
堵
状
が
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
枝
垂
れ
桜
は
寺
の
門
を
く
ぐ

る
と
本
堂
の
前
に
あ
り
、
堂
々
と
し

た
姿
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
春
は
北

側
の
斜
面
に
水
芭
蕉
や
ザ
ゼ
ン
ソ
ウ

が
咲
き
、
庭
園
に
は
池
を
中
心
に
四

季
折
々
で
美
し
さ
が
際
立
つ
作
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。
池
に
は
錦
鯉
が
悠

然
と
泳
ぎ
、
穏
や
か
な
「
時
間
の
流

れ
」
そ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
秋
に

は
紅
葉
が
息
を
飲
む
ほ
ど
に
美
し
い

で
す
。
創
建
当
時
の
乱
世
で
も
住
民

の
心
の
拠
り
所
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

今
も
変
わ
る
こ
と
な
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
俗
世
間
か
ら
少
し
距
離
を
置

い
て
、
静
か
な
庭
園
を
心
穏
や
か
に

散
策
し
、
心
の
元
気
を
回
復
し
ま

し
ょ
う
。

━━━━　西 福 寺 の 枝 垂 れ 桜 　━━━━

周
辺
探
訪



シルバーだより　あしなみ令和3年4月15日 ○2
　

12
月
11
日
に
第
1
回
目
、
3
月
23
日
に

第
2
回
目
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

会
員
14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

1
回
目
に
は
、
塩
尻
警
察
署
今
溝
交
通

課
長
さ
ん
よ
り
講
話
が
あ
り
、
交
通
安
全

協
会
の
小
野
事
務
局
長
さ
ん
よ
り
、
反
射

材
な
ど
の
効
果
的
な
使
用
方
法
、
塩
尻
市

都
市
計
画
課
か
ら
は
サ
ポ
ー
ト
装
置
の
購

入
補
助
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
本

日
産
㈱
の
協
力
で

駐
車
場
に
て
サ
ポ

カ
ー
乗
車
体
験
が

出
来
ま
し
た
。

　

2
回
目
は
交
通

安
全
協
会
の
小
野

事
務
局
長
さ
ん
よ

り
安
全
運
転
に
つ

い
て
講
話
が
あ
り
、

運
転
適
性
検
査
を

行
い
ま
し
た
。
検

査
結
果
に
つ
い
て

は
個
人
に
郵
送
で

通
知
さ
れ
ま
す
。

結
果
内
容
を
参
考

に
安
全
運
転
を
お

願
い
し
た
い
で
す
。

　

令
和
２
年
度
地
区
懇
談
会
が
12
月
16
日

に
北
小
野
地
区
、
17
日
は
楢
川
地
区
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
他
の
９
地
区
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

塩
尻
市
の
長
寿
課
よ
り
保
健
師
さ
ん
の

健
康
講
話
が
あ
り
、
理
事
長
挨
拶
に
続
き

事
務
局
よ
り
資
料
の
説
明
、
懇
談
が
あ
り

ま
し
た
。
会
員
よ
り
有
意
義
な
意
見
を
出

し
て
頂
き
ま
し
た
。
業
務
担
当
者
が
情
報

を
共
有
し
て
対
応
し
、
セ
ン
タ
ー
職
員
、

そ
し
て
会
員
の
皆
さ
ん
で
人
と
人
の
繋
が

り
を
作
り
、
仕
事
の
相
談
が
し
易
い
環
境

に
な
れ
ば
い
い
と
感
じ
ま
し
た
。

・包丁350円　・出刃包丁450円　・草刈り鎌320円　・剪定鋏（柄つき）600円　・剪定鋏400円
・その他の刃物　別途ご相談（刃こぼれ直し 小100円、大200円　錆び取り100円）

定例開催　シルバー事務所
開催日：４月から12月までの
　　　　原則、第２と第４月曜日

受付窓口：塩尻地域シルバー人材センター事務所
　　　　　（大門神社斜め前）
受付時間：午前８時30分～11時

令和３年
 4月 12日㈪・26日㈪
 5月 10日㈪・24日㈪
 6月 14日㈪・28日㈪
 7月 12日㈪・26日㈪
 8月 10日㈫・23日㈪
 9月 13日㈪・27日㈪
 10月 25日㈪　　　　 
 11月 15日㈪　　　　 
 12月 6日㈪　　　　 

地区開催　各地区
開催日・場所

受付時間：午前８時30分～11時
最終の受渡し：正午を超える場合は、
　　　　　　　シルバー事務所で保管します。

お問い合わせは： 電話　54-4567

令和３年

 4月 20日㈫ えんてらす

 6月 1日㈫ 朝日村中央公民館

 7月 5日㈪ えんてらす

 8月 17日㈫ 吉田支所

 10月 17日㈰ 塩尻東支所

   　（地区文化祭）第3月曜
第1月曜

北小野地区

楢川地区

安
全
運
転
講
習
会

地
区
懇
談
会



シルバーだより　あしなみ 令和3年4月15日○3

�

森
川
　
修
次

�
（
楢
川
班
）

①
定
年
後
、
短
時
間
で
の
仕
事
を
探
し
て

い
ま
し
た
。

②
少
し
肩
こ
り
に
悩
み
ま
す
が
、
集
中
し

て
楽
し
め
る
「
切
り
絵
」
で
す
。
地
域

の
小
学
校
へ
教
え
に
行
き
愉
快
適
悦
で

す
。

③
荷
物
の
積
み
込
み
と
後
片
付
け
で
す
。

④
積
み
込
む
品
物
が
各
ケ
ー
ス
に
入
れ
て

あ
り
ま
す
が
、
高
さ
が
２
ｍ
ほ
ど
あ
り
、

倒
さ
な
い
様
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

⑤
今
の
仕
事
で
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
に

な
っ
て
い
る
事
で
す
。

⑥
健
康
第
一
で
仕
事
も
そ
の
一
部
で
あ
っ

た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f

�

清
水
　
静
子

�

（
塩
尻
東
3
班
）

①
人
と
の
触
れ
合
い
が
欲
し
か
っ
た
。
お

小
遣
い
が
少
し
入
れ
ば
尚
い
い
と
思
っ

た
。

②
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
（
月
3
回
稽
古
）
布

を
使
っ
た
手
芸
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
や
洋

服
の
直
し
等
）

③
広
報
の
仕
分
け
と
刃
物
研
ぎ
の
受
付

④
体
調
管
理
。
重
い
物
を
持
つ
作
業
な
の

で
、
足
や
腰
を
痛
め
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
て
い
る
。
手
指
を
切
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。

⑤
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
足
を
鍛
え
る

⑥
健
康
に
気
を
付
け
自
分
の
体
調
に
あ
っ

た
仕
事
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た

い
。

e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f

�

大
槻
　
紘
一

�

（
広
丘
3
班
）

①
友
達
づ
く
り
。
元
気
だ
っ
た
か
ら
働
き

た
か
っ
た
。

②
家
庭
菜
園
。
菊
作
り
。

③
こ
の
前
ま
で
寮
の
管
理
人
を
し
て
い
ま

し
た
。

④
規
則
正
し
く
就
業
先
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

守
る
こ
と
。

⑤
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
二
十
年
く
ら
い
続
け
て

い
ま
す
。
筋
ト
レ
と
脳
の
活
性
と
思
い

ま
す
。

⑥
コ
ロ
ナ
の
早
い
終
息
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
今
後
も
仕
事
を
続
け
て
い

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f

�

塚
原
　
正
一

�

（
吉
田
２
班
）

①
人
生
の
後
半
を
人
と
の
交
流
と
健
康
を

考
え
、
世
間
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
い

入
会
し
ま
し
た
。

②
庭
木
の
手
入
れ
と
畑
で
色
々
な
野
菜
を

作
り
、
時
々
旅
行
に
行
き
郷
土
料
理
を

食
べ
る
事
で
す
。

③
広
報
配
達
と
歩
道
の
取
っ
た
草
の
回
収

を
二
人
一
組
で
行
う
仕
事
で
す
。

④
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

⑤
毎
日
の
ラ
ジ
オ
体
操
と
規
則
正
し
い
生

活
を
送
る
事
で
す
。

⑥
会
員
を
増
や
す
こ
と
を
心
掛
け
て
い
き

た
い
の
で
、
色
々
な
職
種
を
増
や
し
て

仕
事
を
選
び
や
す
く
し
て
欲
し
い
。

e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f
e
f

�

荒
崎
　
秀
雄

�

（
洗
馬
班
）

①
退
職
後
、
市
の
広
報
を
見
て
仕
事
を
探

す
た
め
に
。

②
ゴ
ル
フ
（
年
10
回
く
ら
い
）

　
釣
り
（
渓
流
・
海
・
池
等
）

　
将
棋
、
旅
行
（
国
内
外
）

③
霊
園
で
供
物
の
片
づ
け
や
園
内
の
清
掃
。

受
付
業
務
や
工
事
の
確
認
等
の
管
理
を

し
て
い
ま
す
。

④
お
客
様
と
接
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

親
切
、
丁
寧
に
接
す
る
事
に
気
を
付
け

て
い
ま
す
。
お
客
様
に
お
礼
を
言
わ
れ

る
と
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

⑤
朝
起
き
て
腹
筋
・
背
筋
・
ス
ク
ワ
ッ

ト
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
を
し
て
い
ま
す
。

⑥
多
く
の
人
と
出
会
い
た
く
さ
ん
の
事
を

学
び
ま
し
た
。
人
生
観
が
変
わ
る
事
も

あ
っ
た
し
、
仕
事
を
頑
張
っ
て
人
に
喜

ば
れ
た
時
が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。
今

後
も
明
る
く
元
気
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

会
員
さ
ん
へ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

①
シ
ル
バ
ー
に
入
会
し
た
理
由
は
？

②
趣
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

③
現
在
シ
ル
バ
ー
で
の
お
仕
事
は
？

④
仕
事
中
、
安
全
に
気
を
付
け
て
い
る
事
は
？

⑤
健
康
の
秘
訣
は
何
で
す
か
？

⑥
今
後
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
世
の
中
が
大
変
な
痛
手
を

受
け
て
い
ま
す
。
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
始
ま

り
、
終
息
へ
の
期
待
感
が
高
ま
り
ま
す
が
、

全
員
の
接
種
が
終
わ
る
日
は
も
う
少
し
先

に
な
り
そ
う
で
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
控
え
て
い
ま
す
。
安
全
に
開
催
が
で

き
る
よ
う
、
ま
た
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ

る
時
ま
で
引
き
続
き
感
染
防
止
対
策
を
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
成
功
す
る
よ

う
祈
り
な
が
ら
、
元
気
に
働
け
る
よ
う
に

日
々
体
調
管
理
を
し
て
、
シ
ル
バ
ー
憲
章

の
「
自
主
・
自
立
・
共
働
・
共
助
」
を
念

頭
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

�

編
集
委
員　
　

大
平　

健
司

�

水
野
有
為
子

�

小
野　

正
平

�

中
村　

久
美

�

小
林
ま
ち
子

退
　
職
　
１
月
31
日
付

　

派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー�

上
條　
　

治

　
　
　
　
３
月
31
日
付

　

臨
時
職
員�

清
水
田
鶴
子

�

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

採
　
用
　
２
月
１
日
付

　

派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー�

大
谷
久
美
子

　
　
　
　
４
月
１
日
付

　

庶
務
・
経
理
担
当�

眞
壽
田
吉
恵

　

派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

大
谷
　
久
美
子

　

２
月
よ
り
派
遣
業
務
担
当
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

慣
れ
な
い
業
務
の
仕
事
で
す
が
、
精
進

を
重
ね
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

庶
務
・
経
理
担
当

�

眞
壽
田
　
吉
恵

　

４
月
よ
り
お
世
話
に
な
る
事
に
な
り
ま

し
た
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
日
で
も

早
く
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
努
力

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
11
回
定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

5
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

　

場　

所　

塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

講
堂

〇
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
り
開

催
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

開
催
方
法
が
決
ま
り
次
第
、
通
知
い
た

し
ま
す
。

　

配
分
金
・
派
遣
給
与
の
振
込
日
は
次
の

通
り
で
す
。

　
　

４
月
15
日
㈭
・
7
月
15
日
㈭

　
　

5
月
17
日
㈪
・
８
月
16
日
㈪

　
　

6
月
15
日
㈫
・
９
月
15
日
㈬

武
　
居
　
千
　
代	

（
大
門
1
班
）

永
　
原
　
光
　
哉	

（
大
門
2
班
）

市
　
川
　
倍
　
子	

（
大
門
2
班
）

増
　
塩
　
文
　
子	

（
大
門
2
班
）

小
　
松
　
恵
美
子	
（
塩
尻
東
1
班
）

川
　
上
　
光
　
義	
（
塩
尻
東
1
班
）

青
　
柳
　
茂
　
則	

（
片
丘
班
）

池
　
田
　
　
　
元	

（
片
丘
班
）

篠
　
田
　
幸
　
子	

（
片
丘
班
）

奥
　
谷
　
徳
　
典	

（
広
丘
1
班
）

倉
　
科
　
よ
し
子	

（
広
丘
1
班
）

草
　
間
　
芳
　
子	

（
広
丘
1
班
）

川
　
畔
　
京
　
子	

（
広
丘
2
班
）

西
　
田
　
晶
　
治	

（
広
丘
3
班
）

中
　
嶌
　
富
美
夫	

（
広
丘
3
班
）

内
　
藤
　
慶
　
紀	

（
高
出
1
班
）

加
々
美
　
憲
　
二	

（
高
出
1
班
）

朝
　
倉
　
悦
　
二	

（
高
出
2
班
）

竹
　
入
　
志
保
子	

（
高
出
2
班
）

大
　
木
　
德
　
恵	

（
吉
田
1
班
）

松
　
﨑
　
敏
　
二	

（
吉
田
1
班
）

岩
　
垂
　
佑
　
次	

（
吉
田
1
班
）

大
　
岩
　
　
　
悟	

（
吉
田
2
班
）

中
　
村
　
信
　
一	

（
宗
賀
2
班
）

青
　
木
　
利
　
光	

（
北
小
野
班
）

中
　
田
　
尚
　
一	

（
楢
川
班
）

松
　
田
　
　
　
進	

（
大
門
3
班
）

小
　
松
　
三
枝
子	

（
片
丘
班
）

西
　
沢
　
典
　
子	

（
片
丘
班
）

三
　
村
　
倶
　
康	

（
片
丘
班
）

百
　
瀬
　
隆
　
夫	

（
広
丘
2
班
）

赤
　
羽
　
泰
　
男	

（
広
丘
2
班
）

柳
　
澤
　
政
　
人	

（
広
丘
3
班
）

藤
　
森
　
克
　
憲	

（
高
出
1
班
）

百
　
瀬
　
英
　
子	

（
吉
田
1
班
）

大
　
和
　
　
　
勇	

（
洗
馬
班
）

濱
　
　
　
光
　
輝	

（
洗
馬
班
）

猪
　
　
　
隆
　
司	

（
洗
馬
班
）

田
　
中
　
　
　
孝	

（
洗
馬
班
）

安
　
藤
　
久
　
男	

（
宗
賀
1
班
）

笠
　
原
　
稔
　
美	

（
宗
賀
2
班
）

武
　
居
　
　
　
功	

（
宗
賀
2
班
）

丸
　
山
　
明
　
子	

（
宗
賀
2
班
）

赤
　
羽
　
六
　
男	

（
北
小
野
班
）

平
　
谷
　
茂
　
晴	

（
北
小
野
班
）

田
　
中
　
静
　
香	

（
楢
川
班
）

宮
　
原
　
省
　
二	

（
楢
川
班
）

徳
　
永
　
　
　
保	

（
朝
日
班
）

林	
　		

孝	

明		

様	

（
北
小
野
班
）

編
集
後
記

人
事
異
動

就
任
挨
拶

お
悔
み

心
か
ら
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す

退
会
さ
れ
た
方

お
疲
れ
様
で
し
た

新
し
い
仲
間
で
す

令
和
2
年
12
月
19
日
～

�
令
和
3
年
3
月
19
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん

お
知
ら
せ

配
分
金
・
派
遣
給
与
の
振
込
日
に
つ
い
て


